様式３
当該契約の履行体制
（１）履行のための体制図（全体像）
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	再委託の相手方①

	
	
	・再委託に係る業務の内容、再委託の予定金額、再委託を行う理由

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	再委託の相手方②

	
	
	・再委託に係る業務の内容、再委託の予定金額、再委託を行う理由




（２）業務に係る実施体制
	技術者の区分
	氏名
	役職・部署
	担当する役割
	備考
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注１）体制図においては、契約対象業務のうち設計図書（建築関係の建設コンサルタント業務のうち建築設計業務にあっては設計仕様書、建築工事監理業務におっては工事監理仕様書、補償関係コンサルタント業務にあっては仕様書等。）において指定した軽微な部分を含め再委託を行う予定がある場合は、再委託の相手先ごとに、相手方名、再委託を行う業務の内容、再委託の予定金額及び再委託を行う理由を記載する。
　２）「技術者の区分」の名称は、契約対象業務の業種区分に応じて適宜設定すること。
　３）測量業務及び地質調査業務については、配置を予定する技術者のうち、現場作業における技術上の責任者として現場責任者を定め、備考欄に「現場責任者」と明記すること。
　４）建築関係の建設コンサルタント業務にあっては、協力会社の技術者を配置する予定である場合は、備考欄に会社名を明記すること。
